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多摩区におけるSDC の目的・機能及び具体的事業・サービスについて

地域づくりの担い手や社会企業家
が生まれ、地域での活動がしやす
くなるような環境づくりをSDCが主
体的に企画・プロデュースして実施
します。こうした取組を通じて、活
動する人の夢の実現を様々な段
階で積極的に支援し、豊かな地域
社会を形成します。

ヒト・モノ・カネといった地域活動を
する上で必要なニーズに応じてき
め細やかに対応していくため、日頃
から情報収集や地域、企業等との
関係づくりに努め、必要とする人に
必要とするモノ等を効果的にマッ
チングしていきます。

多摩区は、区内に3つの大学が立
地し、知的資源・人的資源に恵ま
れた地域性があります。こうした大
学や区内の企業等と地域の交流
を一層促進しながら、双方の活性
化につながる取組を進めるととも
に、ひいては地域の課題解決につ
ながるような社会実験等の取組を
協働して展開していきます。

地域課題の解決を目指
した社会実験の展開

多摩区を中心に活動し
ようとする土壌をつくる

多摩区内で活動する人
に必要なものを準備し
て、マッチングする

・区民活動発掘調査
・活動人材発掘調査
・地域ごとに活動の発掘調査をおこない、地域ごとのネットワークづくりを推進する。例: 中野島子ども・子育て応援ネットワーク作り。
・地域ごとにネットワーク参加者間で情報交換ができるシステムを作り、地域での助け合いを推進する。
・地域ごとにネットワークでイベントを行う際の支援をする。
・ネットワークづくりマニュアルを作り、販売する。
・地域での担い手や地域での活動がしやすくなるようにＳＤＣが様々な世代に向けて魅力的な講座の実施を行う。（例えば子育て世代に向けて保育付きでスキルを活かしたワークショップの開催）
・会議室などに利用できる、地域住民や団体が集まれる場所の確保と運営
・各団体の活動情報の収集と提供
・新たな活動の促進策の企画・立案
・個人や団体向け、Co-workingスペースの提供
・地域情報の検索システム構築と提供
・多摩川・二ケ領用水など地域の自然資源活用の企画・立案
・生田緑地(民家園・科学館)・ドラえもんなど化学・文化・芸術資源活用の企画・立案
・既存団体と市民とを繋ぐイベントを開催する
　　　-ママ向けの手作り系の市民団体を集めたワークショップイベント　　　-福祉系団体を集めた福祉祭りイベント　　　-音楽系団体とミュージシャン、市民とを結び付ける音楽イベント
・既存団体と既存団体とを繋ぐイベントを開催する
　　　-○○系の既存団体を一堂に会する交流会イベント
・既存団体と資金助成団体とを繋ぐイベントを開催する
　　　-既存団体による事業企画を募集し、コンペによる資金助成先を決めるイベントなど
・区内で活動する区民及び活動団体が愉しく学び、知り合い、つながり地域課題解決する動きを活発化させていく活動の場や交流の場などの企画、提案、運営による地域ネットワークを構築する。
・地域課題を抽出、発掘、その課題解決のため区民、活動団体と連携して実践活動する。

・相談窓口、ネット相談受付
・各団体が必要としているものを調査し、提供者の情報収集を行い、マッチング、コーディネートシステムを作る。例: 産後ヘルパーが必要とされているが、担い手がいないため需要と供給が合わない。
・市民活動で働きたい人を募る。
・フードバンクなど、物のやりとりがスムーズに運ぶよう、支援する。
・あげます、ください、などのサイト運営。
・ヒト、モノ、カネのマッチングイベントの開催。拡大版フリーマーケット。
・これから活動を始める人や既に市民活動をしている方に向けて必要な資金援助の方法を知らせる。（市民資金・社会福祉協議会や市民活動センター助成金等）
・助成金対応
・各個人や団体の得意とすることの情報収集と展開
・各団体が活動する上で必要とする設備の提供
・団体活動を行う上での相談窓口の設置
・行政や企業、大学とのディパッチ(振り分け)機能の提供
・「かわさき市民しきん」
・官・民問わず資金提供団体との関係づくり
・区民及び区内活動団体の立上り支援として資金支援（助成融資、マイクロファイナンス、クラウドファウンディング、基金・寄付、地元金融機関等）、人材支援、スキル・ジョブ型支援、活動への専門情報の支援体制を構築する。

・地域課題の掘り起こし、調査を行い、優先的に取り組むべき課題に対し、プロジェクトチームを作り、解決に向けて実働する。例: 貧困、孤立、虐待、引きこもり、しょうがい者福祉など。
・上記のためにクラウドファンディングや、企業や地域での寄付を募り、また参加協力団体や人材を大学などからも広く募る。
・こどもの、こどもによる、こどものためのまちをイベントとして開催できるように学生や他地域で実施している大学関係者と連携して社会実験を展開する。
・地域の困りごと受付窓口の運営
・課題解決のためのタスクフォース(住民/企業/学識による短期集中型解決部隊)　の運営
・防災情報や独居宅向けの情報提供システム
・地域通貨/地域ポイントシステムの実証実験
・空き家の有効活用/リノベーション
・町会/自治会、地域ケア、医療/介護を連携させるシステム
・クラウドファンディング事業(募集主体者)
・コミュニティーバス
・商店街の活性化
・買い物難民解消
・地域課題の抽出、把握、調査、提言、実践。解決等管内の専門機関、大学等と連携・協働して実践実現していく。

多摩区のＳＤＣの目的・機能等

理念を達成するための目的

みんなが認め合い力を合わせて、みんなが幸せなまちをつくる

多様な主体と多世代が支え合い、多様な資源を活用し、区民主体の持続可能なまちづくり

多摩区のＳＤＣの理念

資料１
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多摩区のＳＤＣの目的・機能等

理念を達成するための目的

地域で人を育てる仕組
みをつくる

「まちのひろば」への支
援

みんなに届く情報発信

多摩区内の人と人とを
結ぶ

複雑・多様化する地域課題の解
決に取り組む団体等に対して、的
確・効果的な支援を行うために、
専門家による助言や、知識・スキ
ルを持つ人を発掘し必要とする団
体等に結びつける取組を行いま
す。

高齢化の急速な進行等により、地
域活動の担い手不足が懸念され
ています。多様な主体と多世代に
よる支え合いのまちづくりを実践し
ていくために、生徒・学生など若い
うちから、社会に貢献するという視
点を持った人を、地域の中で育て
る仕組みづくりを進めます。

誰もが気軽に集える地域の居場所
「まちのひろば」を、多様な地域資
源を活用して新たに創出する活動
に対して立上げ支援等を行いま
す。また、既に地域に存在し、「ま
ちのひろば」としての機能を果たし
ている様々な居場所（一例としてコ
ミュニティカフェなど）について情報
収集し、求められる支援（より多く
の人に知ってもらうための広報、活
動がより充実するような支援等）を
行います。

チラシ、広報紙など従来の紙媒体
での情報発信に加えて、SNSなど
インターネットを通じた多様な手法
を活用するなど、より多くの人が、
より受け取りやすい形での情報発
信を行います。また、本当に必要と
する人に必要な情報を届けるため
の取組を行います。

区内で活動する団体同士の交流
など、人と人との顔が見える関係
づくりを進めることで、活動の活性
化や豊かな地域コミュニティの形
成を目指します。

地域活動への専門的
支援

・親と子の育児園。パパや共働き家庭の親子向けに定期的に土曜日に子育て講座を開催。子育てや地域活動についての学びの場とし、子育てを通して地域を担う人材育成を行う。
・地域活動をしている人たちがスキルアップできるような講座の開催。
・区民ファシリテーターの養成講座。
・場づくりの方法を学び、ファシリテーターを養成し、対話の場を増やす。例:牧之原市、中標津市などの実践事例に学ぶ。
・市民自治についての講座の開催。SDC運営メンバーのスキルアップと同時に区民活動の活性化を目指す。
・まちで必要とされる人材についてカテゴリー別に講座を持ち終了後にはSDCとして人材登録し必要な団体や組織に斡旋・紹介する。
・年齢やライフステージごとに違う、地域で活動するための人材養成塾の開講と運営(スキルアップトレーニングほか)
・地域の中学校/高校とのボランティア活動連携
・地域活動人材データベースの構築と管理
・子ども向けプログラミング教室
・社会貢献活動の紹介・イベント開催
・社会的起業家育成
・管内3大学と連携し、地域活動へのインターンシップ活動を導入し、学生の卒業後も管内に定住する仕掛けづくりを構築する。

・専門的、技術的支援のできる地域人材の人材バンクを作る。そのための調査を行う。
・活動団体が抱えている課題を掘り起こし、課題解決につながる専門家とつなげる。
・課題を抱えている町会や市民活動団体等が相談に来た時に専門家が分析して必要な示唆を与える。
・各個人・団体をスキルアップさせる仕組みの構築と運営
・団体向けの士業(行政書士、司法書士、中小企業診断士、社会保険労務士、税理士、弁護士)専門サービスの提供
・誰もが、IT機器を使えるようになるための支援サービス
・プロボノ
・人材バンク
・スポーツ・文化・芸術・科学サークル等への指導者紹介等の支援
・SELF
・プロボノワーカー(専門性の高い知識やスキルを持つ人)をデーターベース化して、団体からの依頼に応じてプロボノワーカーを紹介する
・初めての人でもプロボノワーカーとして参加し易い1～3カ月間のプロボノ活動イベント (支援先団体の募集とプロボノワーカーを募集してチーム分け)
・管内の人材を登録、プールしジョブ型支援、職種等の専門職支援システムを構築する。

・SDCが区民交流広場を開催。
・みんなのお誕生会。区民誰もが祝ってもらえる誕生会を毎月開催。参加費はお茶代程度。記念撮影。プレゼントは企業などから寄付を募る。
・遺影撮影事業。衣装レンタル。メイクアップ。格安で撮影。衣装は各家庭に眠っているドレスやスーツを寄付してもらう。
・生前葬事業。生前葬をプロデュースする。生きている間に何度でも。遺影撮影。衣装レンタル。メイクアップ。格安で撮影。衣装は各家庭に眠っているドレスやスーツを寄付してもらう。
・地域交流イベントの企画・実施
・地域住民主体の「住民/企業/団体の懇親会」の設置・運営
・他地区/他都市/他国との連携
・コミュニティカフェ
・こども食堂
・かわさきこども食堂ネットワーク
・地域ネットワークの構築により、顔の見える関係づくりを実現する。

・活動団体の情報の収集、整理、発信。
・活動団体の地域関係図の作成。
・区民が欲しい情報の調査。団体情報の紹介。
・必要とする人に必要な情報を届けるための方法の研究と実践。
・団体が苦手とする広報、宣伝を支援。有料でチラシ、ホームページ作成。配布協力。
・広報・宣伝活動
・情報インフラ(無線LAN、放送)の整備・運営
・多摩区に特化した情報ポータルサイト(情報提供や掲示板、FAQ)の構築と運営
・まぐたま
・回覧板・掲示版の有効活用
・SNSでの情報発信
・5G時代を迎え情報発信のシステムを高める。

・地域交流に活用できるスペースの調査、情報収集、整理、発信。
・貸したい人と借りたい人のコーディネート。
・空き家活用、再生プロジェクトを作り、実働する。
・交流スペースの運営ノウハウのマニュアル作成販売。アドバイザー派遣。
・各地域でこども文化センターか、いこいの家を活動の地域拠点として、区民が主体的に活用できるよう支援していく。
・こども文化センター、老人いこいの家の指定管理を担い、地域の区民と協働で運営する。
・まちのひろばの運営
・空きスペースの有効活用
・地域連携室
・いこいの家、こども文化センター
・市民協働による既存施設の利用規定、公園、図書館等の見直しにより市民協働の交流拠点としての実現を図る。
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多摩区のＳＤＣの目的・機能等

理念を達成するための目的

多摩区の特性に応じた
機能

多摩川や二ヶ領用水などの水辺
環境、生田緑地の豊かな自然環
境や文化・教育施設など、豊かな
地域資源に恵まれた多摩区ならで
はの取組を展開します。また、多
摩川沿い平野部と多摩丘陵の丘
陵地で、まちの成り立ちや地域の
課題が大きく異なるといった、多摩
区における地域の実情や特性に応
じた取組を進めます。

・坂道の多い地域における高齢者、孤立者のためのコミュニティ交通プロジェクト。
・外遊び機会の少ない子どもたちのための外遊びスペースの確保と外遊び交流会の開催。例: 生田浄水場跡地、向ケ丘遊園跡地。使われていない緑地や私有地など。
・生田緑地マネージメント会議、せせらぎ館との連携スキーム構築と運営
・藤子F不二雄、岡本太郎美術館等との連携スキーム構築と運営
・専修/明治/日本女子大をコアとする大学、学生との連携スキーム構築と運営
・観光協会との連携スキーム構築と運営
・農産物(多摩川梨など)のブランディグ(さらなる特産品化の長期的取組)
・外国人労働者との連携スキーム構築と運営
・多摩川・二ケ領用水・緑化センター
・生田緑地(民家園・科学館)・ドラえもん
・コミュニティーバス
・多摩区の持つキャピタル資源ー多摩川や生田緑地、文化資源そして藤子・F・不二雄ミュージアム、岡本太郎美術館、宙と緑の科学館、民家園、二ヶ領用水、枡形山などの歴史と伝統ーそれに人の
繋がりを活用してまちづくりのキーワードと言われる多世代、共生、にぎわい、生きがい、健康の「多世代が共生し、にぎわいと生きがいの健康長寿、区民の区民による区民主体のまちづくり」を実現する。


